
す
。

百
瀬　

浩
子　

議
員

質
問　

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て

（
内
容
）
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
が
「

和
紙
の
里
」
の
一
角
と
い
う
こ
と
か

ら
、
観
光
等
で
村
を
訪
れ
た
方
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
す
る

な
ど
の
案
内
業
務
を
提
供
す
る
こ
と

で
生
じ
る
「
交
流
の
輪
を
広
げ
る
」

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
ま
す

が
、
総
合
戦
略
に
組
み
込
ま
れ
た
事

業
と
し
て
物
足
り
な
さ
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
新
設
事
業
に
対
し
て
５
０
０
万

円
の
予
算
が
ほ
ぼ
人
件
費
で
あ
り
、

村
益
と
予
算
の
バ
ラ
ン
ス
が
適
正
か

ど
う
か
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

①
「
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

新
設
に
い
た
る
経
緯
と
運
営
概
要
に

つ
い
て

答
弁　

東
秩
父
村
で
は
、
和
紙
の
里

ハ
ブ
化
構
想
に
基
づ
き
和
紙
の
里
を

地
域
公
共
交
通
の
拠
点
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
と
し
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

農
産
物
直
売
所
等
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
整
備
に
伴
い
東
秩
父
村

を
訪
れ
る
方
は
、
一
旦
和
紙
の
里
に

来
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
村
内
の
情

報
を
得
て
、
目
的
の
場
所
へ
向
か
っ

て
も
ら
う
と
い
う
、
人
の
流
れ
を
作

る
こ
と
を
目
指
し
、
村
内
の
情
報
を

得
る
場
所
と
し
て
、
ま
た
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
含
め
総
合
的
に
案

内
す
る
場
所
と
い
う
意
味
も
込
め
て

「
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

運
営
概
要
は
、
職
員
１
名
が
常
駐

し
、
４
時
間
の
交
代
勤
務
制
で
対
応

し
て
お
り
、
現
在
、
臨
時
職
員
３
名

が
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
も
時
間
は
定
め

て
い
ま
せ
ん
が
、
駐
在
し
て
お
り
、

土
日
に
は
、
お
も
て
な
し
観
光
案
内

員
を
配
置
し
、
観
光
客
の
要
望
に
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
業
務
内
容
は
、

東
秩
父
村
を
中
心
と
し
た
村
内
外
の

観
光
情
報
等
の
案
内
、
モ
ニ
タ
ー
に

よ
る
観
光
映
像
の
放
映
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
管
理
、
交
通
情
報
の
提
供
、
電

話
対
応
、
来
場
者
数
の
集
計
、
音
声

通
訳
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
外
国
人
観

光
客
へ
の
対
応
、
掲
示
物
お
よ
び
落

し
物
へ
の
対
応
、
ク
レ
ー
ム
対
応
、

災
害
時
の
情
報
対
応
な
ど
で
す
。

②
広
報
誌
の
平
成
29
年
度
の
主
要
事

業
（
抜
粋
）
に
な
ぜ
紹
介
さ
れ
な
か

っ
た
の
か

答
弁　

２
０
１
７
年
４
月
号
の
広
報

誌
７
Ｐ
に
記
載
い
た
し
ま
し
た
、「
平

成
29
年
度
の
主
要
事
業
（
抜
粋
）」に

つ
き
ま
し
て
は
、
掲
載
ス
ペ
ー
ス
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

金
額
ま
た
は
内
容
を
考
慮
し
、
村
民

の
皆
さ
ま
に
関
わ
り
が
深
い
事
業
を

選
択
し
た
た
め
で
す
。

質
問　

「
青
い
目
の
人
形
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
交
流
に
つ
い
て

（
内
容
）
文
化
交
流
事
業
を
展
開
に

す
る
に
あ
た
り
、
本
村
に
は
「
青
い

目
の
人
形
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
宝

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
人
形
を
交
流
事

業
の
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
で
連
携
を

図
れ
る
自
治
体
は
本
村
を
含
め
５
市

５
町
１
村
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

和
光
市
、
小
川
町
、
寄
居
町
と
本
村

で
は
平
成
29
年
１
月
19
日
に
埼
玉
県

知
事
立
会
い
の
も
と
「
相
互
交
流
に

関
す
る
共
同
宣
言
」
が
交
わ
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
共
同
宣
言
後
の
具
体
的
交
流
に
つ

い
て

答
弁　

和
光
市
学
校
長
会
議
へ
小
川

町
・
寄
居
町
お
よ
び
東
秩
父
村
の
２

町
１
村
が
、
今
年
度
予
定
し
て
い
る

和
光
市
の
小
学
校
教
諭
を
対
象
と
し

た
２
町
１
村
の
社
会
科
見
学
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
持

た
れ
ま
し
た
。
和
光
市
内
小
学
校
９

校
の
教
諭
を
対
象
に
、
東
秩
父
村
和

紙
の
里
、
小
川
町
の
酒
蔵
・
埼
玉
伝

統
工
芸
会
館
、
寄
居
町
の
鉢
形
城
歴

史
館
の
視
察
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ツ
ア
ー
に
よ
り
今
後
、
和
光
市

内
小
学
生
の
児
童
た
ち
に
当
地
域
を

知
っ
て
も
ら
い
、
埼
玉
県
に
愛
着
を

持
ち
、
県
内
の
良
さ
に
気
付
い
て
も

ら
う
期
待
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
和

光
市
か
ら
は
、
和
光
市
と
姉
妹
都
市

提
携
を
結
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
ロ
ン
グ
ビ
ュ
ー

市
民
と
和
光
市
民
を
合
わ
せ
た
方
々

の
２
町
１
村
を
め
ぐ
る
市
民
ツ
ア
ー

を
10
月
に
予
定
し
て
お
り
、
イ
ベ
ン

ト
参
加
の
提
案
が
あ
り
現
在
調
整
中

で
す
。

②
「
青
い
目
の
人
形
」
の
概
要
と
歴

史
資
料
的
価
値
か
ら
学
校
や
地
域
の

中
で
ど
の
よ
う
な
「
学
び
の
循
環
」

が
持
て
る
か

答
弁　

今
か
ら
90
年
前
、
昭
和
２
年

（
１
９
２
７
年
）
「
世
界
の
平
和
は

子
ど
も
か
ら
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
１
万
２
７
３
９
体
の
人
形

が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
日
本
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
日
本

で
は
「
友
情
人
形
」
と
訳
さ
れ
当
時
、

野
口
雨
情
作
詞
の『
青
い
眼
の
人
形
』

の
歌
が
広
く
流
行
し
て
い
た
た
め
、

一
般
に
「
友
情
人
形
」
が
「
青
い
目

の
人
形
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
当
時
の
両
国
は
経
済
不
況

が
深
ま
り
暗
い
世
相
で
あ
り
、
日
米

関
係
は
悪
化
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

危
機
を
両
国
民
の
相
互
理
解
で
好
転

し
よ
う
と
シ
ド
ニ
ー
・
ル
イ
ス
・
ギ

ュ
ー
リ
ッ
ク
博
士
が
中
心
と
な
り
、

「
世
界
児
童
親
善
会
」
を
設
立
し
、

日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
人
形
を
贈
ろ

う
と
い
う
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
グ
レ

ン
生
ま
れ
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
フ
ォ

ッ
ク
ス
が
大
河
原
尋
常
高
等
小
学
校

（
現
・
槻
川
小
学
校
）
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
こ

う
し
た
人
形
を
通
じ
て
の
文
化
交
流

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
幸

な
戦
時
下
に
入
り
人
形
受
難
の
時
代

に
入
り
ま
し
た
。
戦
後
、
忘
れ
去
ら

れ
て
い
た
人
形
た
ち
は
、
昭
和
48
年

ご
ろ
か
ら
各
地
で
健
在
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
全
国
に
贈
ら
れ

た
「
青
い
目
の
人
形
」
１
万
２
７
３

９
体
の
う
ち
健
在
な
の
は
２
１
６
体

と
い
わ
れ
、
埼
玉
県
で
は
12
体
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
村
の
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
は
、
不
幸
な

戦
時
下
に
お
い
て
も
大
切
に
保
管
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
和
紙
の

里
ふ
る
さ
と
文
化
伝
習
館
に
展
示
さ

れ
て
お
り
、
静
か
に
平
和
の
大
切
さ

を
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

　

「
学
び
の
循
環
」
と
は
、
学
ん
だ

成
果
を
自
分
以
外
の
人
々
や
団
体
の

た
め
に
活
用
し
、
各
世
代
の
交
流
や

つ
な
が
り
を
深
め
る
と
と
も
に
、
誰

も
が
生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
社
会

の
構
築
や
地
域
の
活
性
化
に
も
寄
与

す
る
と
い
う
考
え
方
と
あ
り
ま
す
。

　

本
小
学
校
で
は
、
始
業
時
間
前
の

８
時
15
分
か
ら
15
分
程
度
の
時
間
に

「
ふ
る
さ
と
講
話
」
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
講
話
は
、
ふ
る
さ
と

東
秩
父
村
の
良
さ
や
歴
史
を
知
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
や
学
校
を
愛
し
、

誇
り
に
思
え
る
児
童
の
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

主
に
地
域
住
民
が
講
師
と
な
り
、
年

度
に
よ
り
内
容
は
違
い
ま
す
が
和
紙
、


